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〔
以
下
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
日
曜
版
２
０
１
７
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
５
日
付
、
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

総
選
挙
で
は
安
倍
政
権
与
党
の
自
民
、
公
明
両
党
が
３
０
０
議
席
を
超
え
る
一
方
、
立
憲
野
党
が
前
進
し
ま

し
た
。
総
選
挙
結
果
を
ど
う
見
て
、「
改
憲
」
の
動
き
に
ど
う
た
い
じ
す
る
の
か
―
。
政
治
学
者
で
法
政
大
学
名

誉
教
授
の
五
十
嵐
仁
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。　
　
　

 

田
中
倫
夫
記
者
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総
選
挙　

市
民
の
自
発
的
参
加
広
が
る

　

世
論
で
改
憲
勢
力
を
少
数
に
追
い
込
む

　

自
公
が
３
０
０
以
上
の
議
席
を
再
び
得
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
警
戒
す
べ
き
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
立
憲

民
主
党
の
躍
進
な
ど
、
立
憲
野
党
勢
力
が
全
体
と
し
て
前
進
し
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 　

こ
れ
は
本
格
的
な
市
民
政
治
の
台
頭
で
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
が
新
た
な
段
階
に
達
し
、
戦
後
日
本
政
治
の

新
し
い
局
面
を
切
り
開
い
た
と
言
え
ま
す
。

 　

生
み
の
苦
し
み

　

日
本
共
産
党
を
含
む
野
党
が
総
選
挙
で
選
挙
協
力
を
し
た
の
は
史
上
初
で
し
た
。
自
ら
の
候
補
者
を
降
ろ
し

て
ま
で
、
野
党
共
闘
を
追
求
し
た
共
産
党
は
議
席
を
減
ら
し
た
も
の
の
、
激
動
の
中
で
新
局
面
を
開
く
た
め
の

「
生
み
の
苦
し
み
」
で
あ
り
、
次
に
必
ず
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
安
保
法
制
＝
戦
争
法
の
強
行
に
対
し
、
市
民
と
野
党
の
連
携
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１
６
年
参

院
選
で
は
３
２
の
１
人
区
全
て
で
野
党
統
一
候
補
が
で
き
、
１
１
選
挙
区
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
野
党
第
一
党
が
公
示
日
直
前
に
「
消
滅
」
す
る
と
い
う
政
党
政
治
の
危
機
の
中
、
市
民
の
声
に
押
さ

れ
て
立
憲
民
主
党
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
連
合
が
政
策
合
意
を
仲
立
ち
し
野
党
共
闘
を
後
押
し
し
ま
す
。

共
産
党
も
積
極
的
に
対
応
し
、
短
期
間
に
６
７
選
挙
区
で
候
補
者
を
取
り
下
げ
、
２
４
９
の
小
選
挙
区
で
候
補

者
を
一
本
化
し
て
た
た
か
い
ま
し
た
。

　

選
挙
の
結
果
、
与
野
党
の
力
関
係
に
は
大
き
な
変
動
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
野
党
第
一
党
が
立
憲
民
主

党
に
な
っ
た
の
は
重
要
な
変
化
で
す
。

　

こ
れ
は
、
良
い
意
味
で
の
「
左
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
主
義
、
人
民
主
義
）」
の
発
生
で
、
既
存
の
政
党
・

政
治
家
に
政
治
を
任
せ
て
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
人
々
の
自
発
的
政
治
参
加
の
動
き
で
す
。
共
産
党
の
献
身
的

な
候
補
者
調
整
や
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
蓄
積
が
な
け
れ
ば
起
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 　

こ
う
し
た
動
き
は
、
米
大
統
領
選
で
の
サ
ン
ダ
ー
ス
現
象
や
、
英
総
選
挙
で
コ
ー
ビ
ン
氏
が
率
い
る
労
働
党

が
躍
進
し
た
こ
と
な
ど
と
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

 　 　
「
希
望
」
の
失
速

　

も
う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
、
希
望
の
党
が
失
速
し
、
自
民
党
と
希
望
の
党
に
よ
る
「
保
守
二
大
政
党
制
」
が

破
た
ん
し
た
こ
と
で
す
。
こ
の
２
党
に
は
、
外
交
や
安
全
保
障
で
は
基
本
的
な
違
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
も
、
も
と
も
と
保
守
二
大
政
党
が
成
立
す
る
ほ
ど
、
日
本
社
会
の
保
守
の
基
盤
は
広
く
な
い
。
有
権
者

の
民
意
は
も
っ
と
多
様
で
す
。
従
来
の
支
持
層
に
無
党
派
層
を
積
み
増
さ
な
い
と
勝
利
で
き
ま
せ
ん
。
希
望
の
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党
の
小
池
百
合
子
代
表
は
、
時
代
の
流
れ
と
政
治
意
識
の
分
布
を
見
誤
り
ま
し
た
。

 　 　

自
公
も
希
望
も
一
枚
岩
で
は
な
い

　

総
選
挙
の
街
頭
演
説
で
、
安
倍
首
相
は
ほ
と
ん
ど
「
憲
法
改
正
」
に
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
選
挙
に
勝
っ
た
ら
、
改
憲
へ
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
構
え
で
す
。

　

選
挙
の
結
果
、
改
憲
勢
力
は
国
会
の
８
割
を
占
め
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
共
同
通
信
の
当
選
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、安
倍
９
条
改
憲
に
公
明
党
で
は
賛
成
、反
対
が
い
ず
れ
も
２
４
％
。

希
望
の
党
で
は
６
３
・
２
％
が
反
対
、２
０
年
の
改
正
憲
法
施
行
に
も
７
１
・
１
％
が
「
反
対
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

世
論
調
査
で
も
国
民
の
多
数
は
「
安
倍
９
条
改
憲
」
に
は
否
定
的
で
す
。

　

安
倍
改
憲
は
憲
法
理
念
を
破
壊
す
る
「
壊
憲
」
で
す
。「
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
」
と

い
う
３
大
理
念
を
変
更
す
る
こ
と
は
「
新
憲
法
の
制
定
」
を
意
味
す
る
か
ら
で
す
。

　

新
た
に
自
衛
隊
の
存
在
を
加
え
た
ら
、「
後
法
優
先
の
原
則
」
か
ら
、
９
条
１
項
（
戦
争
の
放
棄
）、
２
項
（
戦

力
の
不
保
持
、交
戦
権
の
否
認
）は
空
文
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
、こ
こ
で
書
き
こ
ま
れ
る「
自
衛
隊
」

は
集
団
的
自
衛
権
行
使
が
容
認
さ
れ
た
自
衛
隊
で
す
。
朝
鮮
半
島
危
機
に
日
本
が
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
が
高

ま
る
。
絶
対
に
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

改
憲
勢
力
の
中
に
あ
る
違
い
と
矛
盾
に
目
を
向
け
、「
安
倍
９
条
改
憲
」
反
対
の
一
点
で
世
論
を
広
げ
、
彼
ら

を
孤
立
さ
せ
て
少
数
派
に
追
い
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 　

勝
利
の
方
程
式

　

野
党
は
バ
ラ
バ
ラ
で
は
負
け
、
統
一
す
れ
ば
勝
て
る
。
活
路
は
共
闘
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
「
勝
利

の
方
程
式
」
で
す
。

　
「
見
返
り
は
民
主
主
義
」（
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
）、「
草
の
根
か
ら
」（
立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男

代
表
）
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
生
か
し
な
が
ら
、
下
か
ら
の
新
た
な
統
一
戦
線
の
基
盤
づ
く
り
に
努
め
、
民
主

主
義
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

共
闘
の
信
義
を
捨
て
る
の
か
、
犠
牲
を
い
と
わ
ず
共
闘
の
信
義
を
守
り
ぬ
く
の
か
が
問
わ
れ
た
総
選
挙
で
し

た
。
ど
の
政
党
が
歴
史
の
試
練
に
耐
え
、
合
格
し
た
か
は
明
ら
か
で
し
ょ
う
。


